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３
月
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
、
令
和
８
年
度

の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
基
本
的
な
運
営
に
必

要
な
経
費
を
中
心
に
編
成
し
つ
つ
、「
綾
部
チ
ャ
レ
ン
ジ

予
算
」
を
盛
り
込
み
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

綾
部
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
形
に

令
和
８
年
度
当
初
予
算

過
去
２
番
目
の
規
模

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
３
・
３
㌫

減
の
２
０
１
億
３
１
３
４
万
円
。
市
長

が
交
代
し
て
間
が
な
い
た
め
、
人
件
費

や
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
と
、
継

続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
的
予
算
と

し
た
も
の
の
、
物
価
の
高
騰
や
市
債
償

還
の
増
等
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
過
去

２
番
目
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
、

令
和
８
年
度
に
予
定
し
て
い
た
拠
点
避

難
所
等
へ
の
資
機
材
整
備
な
ど
、
令
和

７
年
度
３
月
補
正
予
算
に
前
倒
し
て
計

上
。
令
和
８
年
度
の
実
質
的
な
予
算
額

は
、
前
倒
し
分
と
合
わ
せ
る
と
２
０
２

億
７
７
６
万
円（
同
３
・
２
㌫
減
）で
す
。

市
税
収
入
は
減

歳
入
で
は
、
賃
金
上
昇
に
よ
り
個
人

市
民
税
が
増
え
る
一
方
、
法
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
が
減
り
、
市
税
は

同
０
・
２
㌫
減
の
47
億
１
９
９
４
万
円

と
な
る
見
通
し
で
す
。
市
の
借
金
で
あ

る
市
債
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

改
修
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
８
億
７
３
０
万
円
（
同

40
・
９
㌫
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
を
充
実

歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
▽

市
民
の
「
や
る
気
」
を
生
か
す
▽
教
育

環
境
日
本
一
を
目
指
す
▽
道
路
・
交
通
・

観
光
・
物
流
の
充
実―

の
４
つ
を
「
綾

部
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
算
」
と
し
て
編
成
。

ま
た
、
国
の
経
済
対
策
も
活
用
し
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
生
活
の

支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

歳入歳出の状況
（一般会計）依存財源  61.5％　123億7,364万円

自主財源  38.5％　 77億5,770万円

201億3,134万円

88億5,559万円

138億1,170万円

427億9,863万円

一般会計

特別会計

公営企業会計

令和７年度への前倒し計上分
（公営企業会計含む）１億216万円

当初予算の規模

令和７年度へ前倒した事業
（令和７年度３月補正予算）

（一般会計）
戸籍事務費（旧氏対応）
住民基本台帳等事務費（振り仮名記載対応）
コンビニ交付事務費（旧氏対応）
拠点避難所等資機材整備事業費
（上水道事業会計）
給水車整備事業費

合計

185万円
504万円
143万円
6,810万円

2,574万円

分担金・負担金
0.2％

使用料・手数料
1.8％

人件費23.1％

維持補修費
0.5％

公債費
7.2％

積立金
1.2％

出資金・貸付金
1.8％

扶助費18.8％

補助費等
12.5％

物件費
19.0％

繰出金
8.8％

普通建設事業費
7.1％

歳 入
歳 出
性質別

201億3,134万円

201億3,134万円

市税23.4％

繰入金
11.3％

財産収入
寄附金
諸収入
繰越金
1.8％

地方交付税
27.4％

国庫支出金
12.9％

府支出金
9.9％

市債
4.0％

地方譲与税ほか
7.3％
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新規・拡充事業ピックアップ 令和８年度から始まる新規・拡充事業
などを紹介します。

プロジェクトチームX補助金
100万円

　市の活性化に向けたアイデアを研究するチー
ムを支援し、市民のやる気を生かしたまちづく
りを推進。

補助対象：３人以上の市民（在勤・在学含む）
で組織する綾部市が認定したチーム

補助対象経費：研究費、調査費、広報費等
補助内容：10万円／チーム（補助率10／10）
＜問い合わせ＞企画政策課☎(42)4215

内 容

保育料負担の軽減
影響額909万円

　保育所等の保育料を減額し、子育て世帯の経
済的負担を軽減

適用時期：9月からの後期保育料算定から
＜問い合わせ＞子育て支援課☎(42)7624

内 容

乳児等通園支援事業費（こども誰でも
通園制度） 540万円
　保育者の保育要件にかかわらず、保育所等を
利用できる制度をスタート

利用対象の子ども：利用時点で、生後６カ月～
満３歳未満（３歳の誕生日
の前々日まで）で、保育
所、認定こども園、小規模
保育施設等に通園していな
い子ども

利用可能時間：子ども１人当たり月10時間（上
限）

※施設の使用できる時間の範囲内で、１日（１
回）当たり最低１時間から利用可能
※未利用時間があっても翌月以降への繰り越し
は不可
利用料金：子ども１人当たり１時間300円
※施設によっては、給食代やおやつ代等の実費
を負担していただく場合があります。

申し込み方法・利用方法など詳しくは、市ホー
ムページ＝QRコード＝をご覧ください。

＜問い合わせ＞子育て支援課☎(42)7624

内 容

タクシー運行維持確保事業費補助金
1,809万円

　夜間のタクシーの運行台数を確保。また、利
用者の利便性を高めるため、キャッシュレス決
済システムの導入を支援

対象：４月～令和９年３月中旬の20時～24時
木・金・土曜日、祝日の前日は３台
それ以外の日は２台

＜問い合わせ＞市民協働課☎(42)4248

内容（運行台数確保）

学校給食費補助事業費
小学校　7,425万円
中学校　1,241万円

　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、学
校給食費に対して補助を実施。本年度から小学
校の給食を無償化

補助対象：給食を実施する市内小・中学校
補助額：【小学校】国の基準額（在籍児童数×

基準額（5,200円／月）×11カ月）
【中学校】生徒等１人につき１食当た
り100円を補助　負担軽減額：約２万
円／年

＜問い合わせ＞学校教育課☎(42)4323

内 容

新規

継続

継続

新規

拡充

拡充

５月29日（金）にキックオフ
説明会を開催！
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③ ④

★乳児等通園支援事業費 ──────── 540万円
年中児発達サポート事業費 ─────── 111万円
言語の理解能力や社会性が発達する時期である５歳
児を対象に健康診査を実施
母子予防接種事業費 ───────── 6,322万円
豊里小学校スクールバス更新事業費 ── 1,403万円

自治体DX推進事業費  ──────── 5,192万円
児童館改修事業費（空調、照明LED化） ─ 1,396万円
住宅用太陽光発電システム等設置補助事業費
 ────── 360万円
し尿等汚水処理効率化事業費 ───── 2,560万円

自治会女性活躍促進事業費 ──────── 11万円
国際交流事業費 ──────────── 102万円

保育所等副食費支援事業費 ─────── 878万円
★学校給食費補助事業費＝写真③
 ─────── （小学校）7,425万円
 ─────── （中学校）1,241万円

創業・事業承継支援事業費 ─────── 778万円
高倉公園テニスコート改修事業費＝写真④
 ─────── 1億8,459万円
黒谷和紙拠点施設整備事業費 ───── 7,175万円

綾部チャレンジ予算

安全・安心のまちづくり

物価高騰への対応

その他の事業

デジタル社会への対応やゼロカーボン
シティへの取り組み

ジェンダー平等や多文化共生など
多様な社会への対応

安心して子育てできるまちづくり

★は再掲

① ②

★保育料負担の軽減 ────── 影響額 909万円
★プロジェクトチームX補助金 ───── 100万円
メタバース教育支援センター事業費 ──── 77万円
メタバース（仮想）空間での教育支援センターを導
入し、不登校児童・生徒の学習および自立を支援
学びに向かう力・論理的思考力育成研究事業費
 ─────── 144万円
認知能力や非認知能力、論理的な思考力を育成する
ことによる学力の向上を推進
綾部の学校魅力向上事業費 ─────── 120万円
市と包括連携協定を締結している京都産業大学と連
携し、市内の小・中学校の教育の特色化を推進し、
学校の魅力を向上
あやべっ子英語未来プロジェクト事業費
 ───────（小学校） 85万円
 ───────（中学校）341万円
小学６年生、中学１年生にも外部検定試験を導入
し、小中一貫した英語指導を充実
★タクシー運行維持確保事業費補助金＝写真①
　 ─────── 1,809万円
交通空白地有償運送事業費補助金 ──── 759万円
車両取得事業および運送事業に対して支援を拡充
野田須知山線整備事業費 ─────── 7,800万円

みんなで守る綾部の山林事業費 ──── 3,589万円
野生鳥獣被害総合対策事業費 ───── 3,282万円
住宅地等へのクマの出没に対応するため、緊急銃猟
対策を実施＝写真②

防災行政デジタル無線整備事業費 ─── 6,577万円
団体営ため池等整備事業費 ────── 2,020万円
道路整備事業費 ───────── 1億2,997万円
橋りょう長寿命化対策事業費 ──── 1億625万円
木造住宅耐震改修費補助事業費 ──── 1,450万円
消防車両整備事業費 ───────── 4,355万円
原子力災害避難ヘリポート整備事業費
 ─────── 1億7,000万円
原子力災害時に救助用のヘリコプターが離着陸する
ヘリポートを奥上林地区に整備
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各課の業務
や連絡先は
コチラ▼

　

財
務
担
当
部
長
＝
四
方
健
史
▽
次
長

（
税
務
課
長
事
務
取
扱
）＝
余
田
陽
一
▽

企
画
政
策
課
長
＝
鎌
部
秀
樹
▽
総
務
課

長
＝
塩
見
浩
一
▽
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進

課
長
＝
東
勝
史
▽
財
政
課
長
＝
村
上
寛

　市
民
環
境
部

　部
長
＝
立
藤
聡
▽
次

長
（
環
境
政
策
課
長
事
務
取
扱
）＝
白

波
瀬
巧
▽
人
権
啓
発
推
進
室
長
＝
森
本

修
▽
市
民
・
国
保
課
長
＝
浅
尾
則
夫
▽

市
民
協
働
課
長
＝
塩
見
由
美
▽
人
権
推

進
課
長
＝
白
波
瀬
正
彦
▽
同
課
男
女
共

同
参
画
推
進
担
当
課
長
＝
岡
坂
敬
子

　福
祉
部

　部
長
＝
松
原
哲
也
▽
技
監

（
地
域
包
括
支
援
課
長
事
務
取
扱
）＝
大

島
け
い
子
▽
社
会
福
祉
課
長
＝
大
槻
秋

夫
▽
障
害
者
支
援
課
長
＝
荻
野
聖
子
▽

高
齢
者
支
援
課
長
＝
小
松
愉
紀

　健
康
こ
ど
も
部

　部
長
＝
四
方
雅
弘

▽
次
長
（
保
健
推
進
課
長
事
務
取
扱
）

＝
芦
田
正
彦
▽
子
育
て
支
援
課
長
＝
田

中
恵
美
▽
同
課
主
幹
（
物
部
保
育
園
長

事
務
取
扱
）＝
大
槻
昌
代
▽
こ
ど
も
支

援
課
長
＝
四
方
和
加
美
▽
同
課
主
幹
＝

中
田
達
也
▽
保
健
推
進
課
保
健
推
進
担

当
課
長
＝
平
岡
佳
子

　農
林
商
工
部

　部
長
＝
大
島
順
彦
▽

次
長
（
商
工
労
政
課
長
事
務
取
扱
）＝

荻
野
達
徳
▽
次
長
（
農
政
課
長
事
務
取

扱
）＝
小
林
敏
和
▽
技
監
（
林
政
課
長

事
務
取
扱
）＝
小
松
健

　定
住
交
流
部

　部
長
＝
朝
子
直
樹
▽

次
長
（
定
住
・
地
域
政
策
課
長
事
務
取

扱
）＝
潮
見
雅
敏
▽
同
課
水
源
の
里
・

地
域
振
興
担
当
課
長
＝
井
上
香
▽
観
光

交
流
課
長
＝
出
口
匡
史
▽
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
＝
塩
見
勲
生

　建
設
部

　部
長
＝
野
々
垣
政
明
▽
次

長
（
都
市
建
築
課
長
事
務
取
扱
）＝
奥

村
宣
幸
▽
監
理
課
長
＝
蘓
理
忠
則
▽
建

設
課
長
＝
四
方
和
之

　会
計
課

　会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

＝
市
村
武
士

　消
防
本
部

　消
防
長
＝
塩
見
幸
作
▽

次
長
兼
消
防
署
長
＝
吉
田
好
弘
▽
管
理

課
長
＝
佐
々
木
拓
也
▽
予
防
課
長
兼
消

防
署
副
署
長
＝
湊
秀
明
▽
警
防
課
長
兼

消
防
署
副
署
長
＝
川
村
英
和
▽
消
防
署

上
林
出
張
所
長
＝
岸
本
新
吾
▽
消
防
署

西
部
出
張
所
長
＝
諌
本
秀
明

　上
下
水
道
部

　部
長
＝
小
林
浩
子
▽

技
監
（
下
水
道
課
長
事
務
取
扱
）＝
新

井
栄
一
▽
上
水
道
課
長
＝
表
裕
紀
▽
同

課
整
備
担
当
課
長
＝
小
嶋
剛
史

　議
会
事
務
局

　局
長
＝
三
本
木
紀
子

▽
次
長
＝
井
口
一
三

　教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

　部
長
＝

村
上
哲
也
▽
次
長
（
学
校
教
育
課
長
事

務
取
扱
）＝
斉
藤
さ
お
り
▽
次
長
（
社
会

教
育
課
長
事
務
取
扱
）＝
立
藤
江
理
▽

学
校
教
育
課
主
幹
＝
青
木
賢
次
▽
同
＝

川
北
達
史
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝
松
浦
宏

美
▽
社
会
教
育
課
主
幹
＝
白
波
瀬
利
恵

　監
査
委
員
事
務
局

　局
長
＝
塩
見
真
美

　農
業
委
員
会
事
務
局

　局
長
＝
大
島

憲
一

　

　　４
月
１
日
、
綾
部
市
立
病
院
（
青
野

町
）
の
院
長
に
、
副
院
長
を
務
め
て
い

た
井
伊
庸
弘
氏
＝
写
真
＝
が
就
任
し
ま

し
た
。
ま
た
同

日
、
新
た
に
11

人
の
医
師
が
同

病
院
に
着
任
し

ま
し
た
。

人
事
異
動
で
新
体
制

　市
は
４
月
１
日
、
市
役
所
の
組
織
を

一
部
改
編
＝
左
表
参
照
＝
す
る
と
と
も

に
、
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
新

体
制
（
課
長
級
以
上
）
は
次
の
と
お
り

で
す
＝
太
字
は
新
任
（
異
動
）。

　市
長
公
室

　公
室
長
（
危
機
管
理
監

事
務
取
扱
）＝
大
槻
伸
一
▽
次
長
（
秘

書
広
報
課
長
事
務
取
扱
）＝
野
間
知
亜

紀
▽
職
員
課
長
＝
吉
崎
裕
美
▽
防
災
・

危
機
管
理
課
長
＝
野
間
義
憲

　企
画
総
務
部

　部
長
＝
志
賀
久
男
▽

組
織
と
人
事

企画政策課

総務課

行政デジタル

推進課

税務課

高齢者支援課

観光交流課

建設課

上水道課

※太字が改編対象

企画担当

ふるさと納税担当

行政担当

デジタル推進担当

市民税担当

固定資産税担当

高齢者福祉担当

介護保険担当

観光交流担当

管理担当

国・府事業担当

土木担当

管理担当

整備担当

改編前 改編後
企画戦略担当

連携推進担当

ふるさと納税担当

行政担当

文書統計担当

行政デジタル推進担当

情報システム担当

管理担当

市民税担当

固定資産税担当

高齢者福祉担当

企画管理担当

介護保険担当

観光振興担当

交流企画担当

管理担当

国・府事業担当

土木整備担当

土木維持担当

管理担当

上下水道収納担当

整備担当

市
立
病
院

　新
院
長
に
井
伊
氏

つ
ね
ひ
ろ
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こ
の
春
、
綾
部
市
役
所
で
は
「
退
庁

式
」
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
22
名
退

職
さ
れ
た
の
で
す
が
、
定
年
退
職
者
が

０
名
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
退
職
者
の

希
望
を
受
け
入
れ
て
、部
署
ご
と
の「
お

別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
し
ま
し
た
。
退

職
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
新
た
な
道
で
の

ご
活
躍
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

４
月
に
は
11
名
の
新
入
職
員
を
迎
え

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
職
員
数
は
22-

11
の
11
名
減
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
の

際
の
「
８
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
「
コ

ン
パ
ク
ト
で
機
動
的
な
市
役
所
に
！
」

と
公
約
し
た
よ
う
に
、
今
後
も
増
額
が

予
想
さ
れ
る
人
件
費
を
で
き
る
だ
け
抑

え
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図

る
た
め
に
は
組
織
や
業
務
の
効
率
化
が

避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大

幅
な
機
構
改
革
は
も
う
少
し
考
え
て
か

ら
に
し
ま
す
が
、
今
年
度
は
ま
ず
８
つ

の
担
当
を
統
合
し
ま
し
た
。
各
部
署
に

は
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
事
業
見
直
し
」

を
求
め
て
お
り
、
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
、

講
演
会
な
ど
の
意
義
や
効
果
を
改
め
て

検
証
し
、「
必
要
な
見
直
し
は
思
い
切
っ

て
や
っ
た
ら
い
い
」
と
指
示
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
業
務
効
率
化
の
一
環
で
三
役

と
全
部
長
が
毎
週
月
曜
の
朝
に
開
催
し

て
い
た
「
庁
議
」
は
や
め
、
月
の
最
終

金
曜
日
の「
課
題
別
協
議
」だ
け
を「
庁

議
」
と
し
て
残
し
ま
し
た
。
案
件
ご
と

で
の
各
部
長
と
の
協
議
は
随
時
行
い
ま

す
が
、
形
式
的
な
こ
と
は
で
き
る
だ
け

廃
止
し
ま
す
。

各
種
会
合
で
の
市
長
挨
拶
も
「
自
分

で
考
え
る
か
ら
書
か
な
く
て
い
い
」
こ

と
に
し
、
代
理
出
席
の
際
に
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
す
る
こ
と
も
原
則
禁
止

し
ま
し
た
。
代
読
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

作
成
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時
間
を
省
く
と

共
に
、
代
理
の
副
市
長
や
部
課
長
に
は

「
魂
の
こ
も
っ
た
自
分
の
言
葉
で
、
目

を
見
て
語
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
で
い

ま
す
。

一
方
で
、
市
民
の
皆
様
へ
の
対
応
や

事
業
の
動
き
出
し
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
す

る
た
め
、
役
所
内
の
「
決
裁
」
権
限
の

見
直
し
は
思
い
切
っ
て
進
め
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
部
長
以
下
の
判
断
で
仕
事

が
進
む
よ
う
ル
ー
ル
変
更
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
可
愛
が

ら
れ
、
時
に
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
そ
う
い
う
綾
部
市
役
所
を
目
指
し

ま
す
。

四
方
源
太
郎
（
綾
部
市
長
）

源ちゃんコラム

②

コ
ン
パ
ク
ト
で
機
動
的
な
綾
部
市
役
所
に

橘
夏
実（
綾
部
高
校
２
年
）＝
カ
ヌ
ー

植
原
李
香
（
京
都
共
栄
学
園
高
校
３

年
）＝
剣
詩
舞
▽
大
島
姫
花
（
福
知
山

淑
徳
高
校
２
年
）＝
服
飾
▽
宮
﨑
雄
大

（
府
立
工
業
高
校
３
年
）＝
ロ
ボ
ッ
ト

　
　小
林
幸
帆
（
綾
部
高
校
１
年
）＝

カ
ヌ
ー
▽
岡
安
凛
（
同
校
３
年
）＝
同

▽
髙
島
円
香
（
同
）＝（
同
）▽
前
田
京

志
郎
（
同
校
２
年
）＝
卓
球
▽
衣
川
弥

那
（
綾
部
中
学
校
３
年
）＝
陸
上
▽
逆

瀬
川
琉
聖
（
同
）＝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
▽

湯
浅
翔
空
（
同
）＝
同
▽
中
谷
琉
晶
（
福

知
山
成
美
高
校
１
年
）＝
同
▽
原
綾
那

（
京
都
光
華
高
校
３
年
）＝
同
▽
吉
﨑
香

奈
絵
（
ビ
バ
ー
チ
ェ
あ
や
べ
）＝
同
▽

西
田
惣
介（
Ｖ
Ｃ
兵
庫
）＝
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
▽
山
本
蒼
生
（
同
）＝
同
▽
中
村
維

新
（
少
林
寺
拳
法
福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）▽
中
田
達
也
（
車
イ
ス
駅
伝
京

都
代
表
チ
ー
ム
）▽
石
⻆
優
羽
（
豊
里

シ
ャ
ー
ク
ス
）＝
軟
式
野
球

　
　綾
部
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
▽
綾
部
ラ
ビ
ッ
ツ
＝
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

も

か

ひ

な

た
け
お

個
人

団
体

み

な

と

あ

あ
お

い

さ
ち
ほ

り
ゅ
う
し
ょ
う

い
し
ず
み
ゆ

う

令
和
７
年
度
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

初
の
特
別
優
秀
賞
を
贈
呈

　
市
は
３
月
７
日
、
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西

町
三
丁
目
）
で
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
19
人

と
２
団
体
を
表
彰
。
本
年
度
は
、
国
際
大
会
で
入
賞
し
た
橘
夏
実
さ
ん
に
、

制
度
創
設
以
来
初
め
て
と
な
る
特
別
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
贈
り
ま
し
た
。
被

表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不
同
、
所
属
は
表
彰
時
点
）。

表彰式に出席した皆さん

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
賞
・
個
人

特
別
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
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あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

スタミナ満
点

「チャーハ
ン風豚キム

チ丼」

あったか具だくさん「ワンタン風スープ」3月13日(金)
　この日の綾部小学校の給食は、卒業を迎える６年生が
考案したメニュー。「中華たっぷり」「健康食」をテーマ
に２品が並びました。「チャーハン風豚キムチ丼」は、
豚肉とキムチのゴールデンコンビで食べ応え抜群！ 「ワ
ンタン風スープ」には、ワンタンやたっぷりの野菜を入
れ、栄養バランスに配慮しました。子どもの声を献立に
反映できるのも、自校調理給食の良いところです。

資料館報『綾部藩』を発行

＜問い合わせ＞
　社会教育課　☎(42)4328　F(42)4406
　　  shakaikyoiku@city.ayabe.lg.jp

価格

購入方法

閲覧場所

　綾部藩に関する研究成果をまとめた本格的な通史
です。同藩成立から維新後の綾部県廃県までを章立
てし▽藩の成立▽歴代藩主の概要▽藩政の展開▽九
　隆都が実施した藩政改革▽幕末の動向―などを盛
り込みました。

1,000円（税込み）

窓口　社会教育課、資料館　　　　
　　　で購入（現金のみ）
郵送　メール、ファクス、　　　　　　
　　　郵便のいずれかで社
　　　会教育課へ申し込み

市役所行政情報コーナー、
資料館、図書館。図書館で
は貸し出しもしています。

Ａ４判、130ページ
全編カラー印刷

たかひろ

無
知
・
無
関
心
が
差
別
を
拡
散

講
演
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

あ
ふ
れ
る
偏
見
や
差
別
的
な
情
報
が
、

現
実
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
、
自
身
の
体
験
を
交
え
て

語
ら
れ
ま
し
た
。

川
口
さ
ん
は
部
落
問
題
に
つ
い
て

「
過
去
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
『
寝
た
子

を
起
こ
す
な
』
と
い
う
声
が
い
ま
だ
に

あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
は
、
被
差
別
部
落
を
さ
ら
す
よ
う
な

情
報
が
掲
載
・
拡
散
さ
れ
て
い
る
。『
寝

た
子
』
は
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ

る
時
代
」
と
説
明
。
ま
た
、「
一
部
の

差
別
意
識
を
持
っ
た
人
だ
け
が
差
別
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
差
別
に
対
し

て
無
知
、
無
理
解
、
無
関
心
な
人
が
、

ネ
ッ
ト
上
の
デ
マ
や
偏
見
を
う
の
み
に

し
、
悪
気
の
な
い
ま
ま
拡
散
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
問
題
」
と
指
摘
し
、
部

落
問
題
の
学
習
や
人
権
教
育
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
価
値

観
を
共
有
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
間
違
え
ば
自

分
が
誰
か
を
傷
つ
け
る
側
に
な
り
得
ま

す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
や
「
い
い
ね
」
を

す
る
前
に
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
「
こ

の
情
報
は
正
し
い
の
か
」
と
、
考
え
る

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

人
権
教
育
講
演
会

「
ネ
ッ
ト
人
権
侵
害
と
部
落
差
別
の
現
実
」

山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

川
口
泰
司
さ
ん

　
３
月
７
日
に
中
丹
文
化
会
館

（
里
町
）
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

講演する川口さん

　

　　 　




